
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
ゆ
あ
さ
議
会
だ
よ
り

お
も
な
審
議
か
ら

議
長
杯
ス
ポ
ー
ツ
大
会

こ
れ
か
ら
の
ゆ
あ
さ
の
た
め
に

（
４
議
員
が一般
質
問
）　
　

議
会
の
人
事

表紙／過去のゆあさ議会だより表紙から。（上）68号・（下）51号



プレイバック
　　ゆあさ議会だより

平
成
８
年
４
月
に
創
刊
さ
れ
た
本
紙

「
ゆ
あ
さ
議
会
だ
よ
り
」
は
、
休
刊
期

間
を
挟
み
な
が
ら
も
、
原
則
と
し
て
年

４
回
の
定
例
会
ご
と
発
行
し
、
本
号
で

１
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

創
刊
１
号
（
右
）
で
は
、

❶
題
字
を
当
時
の
妻
木
町
長
が
執
筆

し
、
町
長
と
議
長
か
ら
の
創
刊
に
よ

せ
た
挨
拶
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

❷
表
紙
写
真（
上・Ａ
Ｉ
技
術
で
カ
ラ
ー

加
工
）
に
は
当
時
の
議
場
が
用
い
ら

れ
て
お
り
、
多
く
の
方
々
が
傍
聴
さ

れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

❸
一
般
質
問
で
は
、
議
員
の
ひ
と
り
か

ら
、
町
政
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、

子
ど
も
議
会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か

と
い
う
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

本
号
で
は
、
こ
の
よ
う
な
議
会
を
め

ぐ
る
諸
点
に
つ
い
て
、
過
去
の
ゆ
あ
さ

議
会
だ
よ
り
と
と
も
に
振
り
返
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本紙アンケートにご協力ありがとうございます
よろしければご感想等をお寄せください

　写真も多用され見やすかったです。
こんな事が起きているのかと知るきっかけにもなるので、これからもどんどん湯浅
で起きていること、抱えている問題など提起していってほしいです。

　いつも楽しみに拝見させて頂いてます。
子育て支援対策、例えば中学校の制服代が有田市は出るのに有和中学校に合わせて

した湯浅中学校が補助が出ないのはどうかと思います。
応援してます。頑張ってください。

ゆあさ議会だより　No.100
令和 7 年 11 月 1 日 2



1

町民

議会
（議員）

町長
（役場）

議
会
の
役
割
・
町
長
の
役
割

湯
浅
町
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
町
民

み
ん
な
が
集
ま
っ
て
話
し
合
い
が
で
き

れ
ば
理
想
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
変

む
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
選
挙
に
よ
っ
て
町
民
の
な
か

か
ら
代
表
者
を
選
び
話
し
合
い
ま
す
。

代
表
者
を
「
町
議
会
議
員
」、
町
議

会
議
員
の
集
ま
り
を
「
町
議
会
」
と
い

い
ま
す
。

町
議
会
で
は
、
町
民
が
よ
り
よ
い
暮

ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
町
の
仕
事
内
容

や
、
そ
れ
に
必
要
な
お
金
の
使
い
道
な

ど
を
話
し
合
い
、
決
定
し
ま
す
。

町
長
は
、
提
案
し
た
お
金
の
使
い
道

等
が
議
会
で
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
等
の
様
々

な
仕
事
を
行
い
ま
す
。

町
の
き
ま
り
（
条
例
）
に
つ
い
て
、

は
一
定
の
要
件
を
み
た
せ
ば
、
議
会
か

ら
提
案
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

平
成
17
年
９
月
の
定
例
会
（
本
紙
39

号
・
右
）
で
は
、「
政
治
倫
理
条
例
」

を
提
案
し
、
可
決
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
選
ば
れ
た
、
町

長
や
議
会
議
員
が
守
っ
て
い
く
べ
き
行

動
の
規
範
や
倫
理
的
な
基
準
な
ど
を
定

め
て
い
ま
す
。

人
気
コ
ミ
ッ
ク『
葬
送
の
フ
リ
ー

レ
ン
』
か
ら
地
方
議
会
の
仕
組
み

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
政
の
運
営
は
、
町
長
と
町
議
会
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
町
に
住
む
皆

さ
ん
も
、
選
挙
で
議
員
を
選
ぶ
ほ
か
、

「
請
願
」「
陳
情
」
な
ど
で
町
議
会
を
通

し
て
、
行
政
に
意
見
や
要
望
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、

開
か
れ
た
町
政
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
す
。

町
長
や
議
会
の
役
割
等
に
つ
い
て
は

本
紙
96
号
で
も
解
説
し
て
い
ま
す
。

選挙で選ぶ
　意見・要望

町民のための
 事業、仕事

お金の使い道などを
提案・説明

お金の使い道などを決める
町の仕事に町民の意見を反映させる

選挙で選ぶ
  意見・要望

町民の
声を聴く

特
設
サ
イ
ト

『
あ
な
た
と
議
会
』

公
正
な
町
政
に
む
け
て

み
ん
な
の
声
を
町
政
に

ご意見をつたえる方法
〇 請願（せいがん）

要望などを記載した請願書を議会に提出するもの。
内容に賛同する議員の紹介が必要です。

〇陳情（ちんじょう）
行政や議会などの公的機関に、実情を訴え、
必要な措置を要望するもの。
紹介議員は必要ありません。

ゆあさ議会だより　No.100
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 本紙 58 号・59 号 

湯
浅
町
議
会
議
場
は
、
平
成
27
年
５

月
に
湯
浅
駅
前
か
ら
青
木
地
区
へ
、
役

場
庁
舎
と
と
も
に
移
転
し
、
本
年
で
10

年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
議
席
や
演
壇
が
据
え
付

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
議
会

の
会
期
外
に
は
演
壇
等
を
片
付
け
て
多

目
的
ホ
ー
ル（
な
ぎ
ホ
ー
ル
）と
し
て
、

会
議
や
講
演
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
様
々

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
７
月
30
日
の
津
波
警
報
発
令

時
に
は
避
難
所
と
し
て
も
開
放
さ
れ
、

２
０
０
人
近
く
の
避
難
者
の
方
々
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。（
本
紙
14
頁
）

８月には、夏休みの子どもの学習の場
として「新しい湯浅のリーダーズ」研
修に活用されました。

昨年は、庁舎移転を控えた、すさみ町議会
議員のみなさんが見学に訪れました。

２
議
場
兼
多
目
的
ホ
ー
ル

ゆあさ議会だより　No.100
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3町政
に
は
、
行
政
の
長
で
あ
る
町
長

と
、
政
策
を
決
定
す
る
議
員
を
住
民
が

直
接
選
ぶ
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
た
ち
が
住
む
身
近
な
地

域
の
課
題
を
知
り
、
解
決
方
法
を
探
る

な
か
で
、
民
主
主
義
を
実
践
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
政
治
学
者
ブ

ラ
イ
ス
は
「
地
方
自
治
は
民
主
主
義
の

学
校
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。　

創
刊
１
号
で
提
言
さ
れ
て
い
た
、
子

ど
も
議
会
は
、平
成
10
年
２
月
に
（
本

紙
９
号
）
で
実
現
さ
れ
た
様
子
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
で
は
令
和
２
年
12
月

に
、
湯
浅
中
学
校
生
徒
に
よ
る
「
湯

浅
町
の
未
来
を
語
る
会
」（
本
紙
77

号
・
右
）
が
、
令
和
６
年
12
月
に

は
一
般
質
問
形
式
の
中
学
生
議
会

（
本
紙
97
号
・
上
）
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

議
会
を
通
じ
て
学
ぶ

「未来を語る会」の方々と二十歳の集いで再会することができました
当時の思い出、これからの湯浅町についてうかがいました

松下 瑞祐さん
新しい視点で湯浅町を見つめることが
できたり、より町の良さに気づいたり
できた。将来の子ども達にも温かく見
守って貰える町だと感じられるよう貢
献していきたいです。

亀井 楓さん
初めて人前に立って緊張し
たけど楽しかった。これか
らも自然豊かな湯浅町でい
てほしいです。

髙橋 洸太さん
より深く湯浅町のことについて
考えられた。自分の学んだこと
を活かしてより良い湯浅町にな
るために貢献していきたいです。

宮﨑 玲音さん
すごく緊張しました。
子どもの過ごしやすい町を
維持してほしいです！

宮本 崇行さん
日頃あまり目を向けてこなかった町の様々
な課題に触れることになり、自分が住む町
の解像度がより高まった気がします。
僕なりの方法で湯浅の活性化に貢献でき
ればと思います。

畑　茶々さん
友達の思いや考えを聞き、湯浅町の
ことを深く考える良い時間でした。
自分の職業を活かして湯浅に貢献
できればと思っています。

ゆあさ議会だより　No.100
令和 7 年 11 月 1 日5



令和７年９月定例会

おもな審議から
令和７年９月定例会は９月１日（月）から

９月12日（金）まで12日間行いました。
提出された計17件の案件のほか、湯浅

町からの報告事項を受け、慎重に審議し、
すべて原案のとおり可決・承認しました。
令和６年度決算関係の７件については、

決算認定特別委員会を設置し、閉会後に継
続審議することとしました。
その中から、４つを紹介します。

（審議結果は本紙16頁）

議案第 40号　令和 7年度一般会計補正予算（第 3号）
青木区平野橋架け替え・湯浅中学校屋内運動場空調設備・中学校修学旅行費助成など

補正予算 5,011 万 9 千円を追加

歳入のおもな補正
◦物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

1,254 万円
◦ふるさとまちづくり基金繰入金	 1,766 万円
◦国勢調査市町村交付金	 26 万円

歳出のおもな補正
◦定額減税調整給付金 （不足額給付）	 250 万円
◦国勢調査報酬・消耗品費	 26 万円
◦平野橋架替工事
　建物等事前調査業務委託	 549 万円
　仮歩道整備工事	 900 万円
◦中学校屋内運動場空調設備設置工事
　の設計業務委託	 331 万円
◦中学校修学旅行費補助金	 146 万円

議員の質問・町の回答
Q　中学校修学旅行費助成の詳細は。
A　学校長から町へ、本年度の修学旅行費用につ
いて、前年度より大幅に増額見込みとの相談
がありました。湯浅－東京間の帰路について、
指定された列車では新大阪駅での待機時間が
長く、生徒の心身に負担がかかるため、飛行
機に変更する必要があったとのことです。
町としては、義務教育にかかる費用の無償化
に向けた取組を進めているなかで、授業の一
環と位置付けられる修学旅行について、保護
者負担を増額させる事態は避けるべきかと考
えました。
そのため、前年度より増額した費用分につい
て、助成することとしたものです。

ゆあさ議会だより　No.100
令和 7 年 11 月 1 日 6



議案等の概要

本紙 99号でお知らせしましたとおり、有田
地方１市３町で構成する、有田周辺広域圏事
務組合（以下、広域）で取り組んできた、新
ごみ処理施設建設事業については、町議会議
員一同から町長へ、事業からの離脱を申し入
れました。（広川町は平成 28年に離脱）
町議会からの申し入れをうけて、湯浅町長か
ら広域へ脱退を申し入れており、広域側で受
理されています。
今後、湯浅町が脱退するためには、広域規
約の改正について、各市町の議会が議決した
うえ県知事の許可を得ていく必要があるため、

議案等の概要
電波法の改正により、令和７年 12月末から、
これまで町民の皆様に配布した防災ラジオで
防災行政無線の放送が受信ができなくなりま
す。一定の要件に該当する方々に無償貸与す
る「戸別受信機」を購入するため、議会の議
決を求められました。

◦　契 約 金 額	 6,600 万円
◦　契約の相手方
　　株式会社富士通ゼネラル
　　近畿情報通信ネットワーク営業部

町条例の定めにより、予定価格 1,500 万円
以上の動産の買入れについては、議会の議決
が必要です。

議会の議決を求められました。
また、脱退にともない、これまで湯浅町が当
事業のために組合に負担していた基金の一部
について、町への返還をうけるため、議会の
議決を求められました。

議案第 36号　有田周辺広域圏事務組合規約の改正に関する協議
議案第 39号　有田周辺広域圏事務組合の財産処分

新ごみ処理施設建設事業の
広域処理枠組みからの脱退にむけて

議案第 38号　財産の取得について

防災行政無線「戸別受信機」2,000 台を購入

議案の質問、町の回答
Ｑ	 2,000 台で町全体に対応できるのか。
Ａ	 電波法改正への対応として、町公式アプ

リ「ゆあさポート」の普及・啓発をすす
めており、本年４月以降でも 700 件ほど
利用者数が増加しています。

	 戸別受信機は、アプリでの対応が難しい、
高齢者のみの世帯、要介護（支援）認定
を受けた方、障害者手帳の交付を受けた
方からの申請により貸与するものです。

要望	　機器の操作を含め、配慮の必要な方々
の実情を注視しながら進められたい。

ゆあさ議会だより　No.100
令和 7 年 11 月 1 日7



第41回ゲートボール大会
１位　栖原Bチーム、３位　栖原Aチーム、２位　北栄チーム

第22回グランドゴルフ大会
1 位 下向田持さん、2 位 山本雅子さん、3 位 栩野正彦さん

議長杯スポーツ大会

湯浅町議会は、毎年、ゲートボー
ル大会、グラウンドゴルフ大会を主
催させていただいております。

７月14 日（月）には、第 41回ゲー
トボール大会をなぎの里にて開催し
ました。また10 月 8 日（水）には、
第 22 回グラウンドゴルフ大会を町
民グラウンドにて開催しました。

いずれも参加者の皆様や社会福
祉協議会のご協力のもと、充実した
プレーが展開されました。

来年もぜひ、楽しい大会となりま
すようお願いいたします。

ゆあさ議会だより　No.100
令和 7 年 11 月 1 日 8



2

3

「災害避難体制の構築を」
「国保の負担軽減を」

久澄顕人

「“grow with”を
　 効果検証し
　　将来に成長の種を」

権貴大

「隣保館の人材確保を」
「人権保育の充実を」

石本一也

「水田を
　 まもるために」

三ツ橋忠男

一 般 質 問

９月定例会の11日 目、９月11日（木）に一般質問を行った４人の質問内容を紹介します。

議員は、町が行う取組内容や問題点に関し、幅広く質問することができます。

これに対し、町は今後の事業の進め方や問題解決のための考え方を答えます 。

このやりとりは、町民の代表である議員が町の考え方をチェックし、町民の思いを住民サー

ビスに反映させるという大切な役割を果たします。

こ れ か ら の ゆ あ さ の た め に

 本紙 52 号   本紙 56 号 

 本紙 35 号 

ゆあさ議会だより　No.100
令和 7 年 11 月 1 日9



一
般
質
問

災
害
避
難
体
制
の
構
築
を

国
保
の
負
担
軽
減
を

7
月
30
日
の
津
波
警
報
・
避
難

指
示
発
令
時
の
避
難
体
制
、
避

難
所
運
営
に
つ
い
て
教
訓・課
題
を
問
う
。

（
総
務
課
長
）
避
難
所
6
か
所

を
開
設
、
６
６
１
名
が
避
難
。

職
員
は
飲
料
配
布
や
非
常
食
の
提
供
等

を
実
施
。
事
後
に
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
今
後
は
避
難
行
動
時
の
携
行

品
の
啓
発
、
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し

た
訓
練
等
が
必
要
と
認
識
し
ま
し
た
。

夜
間
休
日
、
避
難
所
の
鍵
の

開
閉
や
職
員
対
応
を
問
う
。

（
総
務
課
長
）
夜
間
休
日
を
問
わ

ず
、
ま
ず
自
分
の
安
全
を
確
保

し
役
場
へ
参
集
し
ま
す
が
時
間
帯
や
被
災

状
況
に
よ
っ
て
は
一
時
避
難
場
所
・
避
難

所
へ
の
職
員
配
置
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

避
難
所
の
鍵
の
開
閉
は
防
災
ボ
ッ
ク
ス

や
地
震
の
揺
れ
を
感
知
し
開
く
シ
ス
テ
ム

で
す
が
、
今
回
の
よ
う
な
揺
れ
が
な
い
遠

隔
地
地
震
の
対
応
は
今
後
見
直
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
と
の
避
難
に
つ
い
て
、

方
針
は
。

（
総
務
課
長
）一
時
避
難
は
同
行

避
難
が
基
本
、
長
期
的
な
避
難

所
生
活
で
は
飼
い
主
が
全
責
任
を
持
っ
て

管
理
し
ま
す
。
居
住
ス
ペ
ー
ス
へ
の
ペ
ッ

ト
の
持
ち
込
み
は
原
則
禁
止
、
敷
地
内
に

余
裕
が
あ
る
場
合
は
ペ
ッ
ト
専
用
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ま
す
。

要
介
護
者
、
障
が
い
者
等
、

災
害
時
要
支
援
者
の
避
難
計

画
に
つ
い
て
進
捗
は
。

（
総
務
課
長
）
地
区
別
防
災
計

画
の
中
に
要
支
援
者
が
い
る

世
帯
を
分
か
る
よ
う
記
載
、
区
民
に
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
で
助
け
合
え

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
町
内
3
地
区
で
作
成
し
て
お
り
、

引
き
続
き
関
係
者
と
の
協
議
、
防
災
出

前
講
座
等
で
制
度
の
周
知
を
進
め
ま
す
。

防
災
の
自
助
・
共
助
・
公
助

の
啓
発
、
住
民
主
体
の
避
難

所
運
営
訓
練
の
実
施
を
。

（
総
務
課
長
）
町
民
が
主
体
と

な
っ
た
避
難
所
単
位
で
の
開
設

訓
練
も
考
え
ま
す
。
訓
練
を
通
し
、「
自

ら
の
身
の
安
全
は
自
ら
が
守
る
」
と
い
う

防
災
の
基
本
に
つ
い
て
、
平
常
時
か
ら
備

え
を
心
掛
け
自
発
的
な
防
災
活
動
を
行

え
る
仕
掛
け
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
12
年
度
予
定
の
国
保
税
率

県
下
統
一
化
の
進
捗
と
課
題
は
。

（
健
康
推
進
課
長
）
県
国
保
運

営
方
針
連
携
会
議
で
検
討
中

で
す
。
統
一
後
は
医
療
費
増
減
の
影
響

を
受
け
に
く
く
な
り
、
安
定
し
た
財
政

運
営
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、

町
の
独
自
施
策
が
と
り
に
く
く
な
る
こ

と
が
課
題
と
考
え
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
自
己
負
担
額

軽
減
や
特
定
健
診
項
目
拡
大

等
、保
健
事
業
の
負
担
軽
減
と
拡
充
を
。

（
健
康
推
進
課
長
）
負
担
軽
減

を
含
め
受
診
率
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。
統
一
化
後
の
保
健
事
業
は

検
討
段
階
の
た
め
、
実
効
性
あ
る
事
業

を
進
め
て
い
け
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
払
い
戻
し
手
続

き
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
の
領

収
書
を
不
要
と
す
る
近
隣
自
治
体
も
あ

る
。同
様
に
領
収
書
不
要
に
す
べ
き
で
は
。

（
健
康
推
進
課
長
）
負
担
軽
減
の

た
め
、
領
収
書
不
要
で
も
事
務

処
理
が
適
切
に
行
え
る
か
判
断
し
ま
す
。

国
保
税
負
担
軽
減
の
方
策
を

示
し
て
欲
し
い
。

（
健
康
推
進
課
長
）
統
一
化
に

向
け
た
検
討
段
階
な
の
で
今

後
の
動
き
を
注
視
し
ま
す
。

QQ

Q

Q

QQQ

Q

Q

AA

AA

A

AAA

A

久
ひさ

澄
ずみ

　顕
けん

人
と

　議員

ゆあさ議会だより　No.100
令和 7 年 11 月 1 日 10



一
般
質
問

権
ごん

　貴
たか

大
ひろ

　議員

湯
浅
町
で
は
、子
育
て
支
援
施
策

と
し
て
g
r
o
w 

w
i
t
h
と

言
う
冊
子
を
作
成
し
、幅
広
い
施
策
の
取

組
を
展
開
し
、他
市
町
村
に
比
べ
非
常
に

充
実
し
て
い
る
が
、
効
果
検
証
の
実
施
は
。

（
政
策
企
画
課
長
）
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
で
、
満
足
度
や

自
身
の
状
況
、ど
こ
で
知
っ
た
か
な
ど
、

他
市
町
村
の
比
較
検
証
で
情
報
収
集
を

行
い
、
課
題
や
改
善
点
を
明
ら
か
に
し

て
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

行
政
と
し
て
の
手
応
え
、
改

善
点
は
？

（
政
策
企
画
課
長
）
一
つ
の
例

と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し

て
い
る
新
生
活
支
援
事
業
で
は
、
申
請

い
た
だ
い
た
方
か
ら
も
大
変
ご
好
評
い

た
だ
い
て
お
り
、
引
き
続
き
、
社
会
状

況
や
住
民
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
な

対
応
を
し
施
策
の
検
証
を
実
施
し
ま
す
。

い
い
効
果
を
も
た
ら
し
て
い

る
施
策
は
、
ど
ん
ど
ん
拡
充

し
て
、見
直
し
の
必
要
の
あ
る
施
策
は
、

効
果
検
証
の
も
と
、
柔
軟
に
対
応
し
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

出
産
お
祝
い
金
の
施
策
は
令
和
5
年

度
か
ら
大
変
充
実
し
て
い
る
が
、
こ
こ

数
年
の
出
生
数
は
。

（
健
康
推
進
課
長
）
過
去
3

年
間
の
出
生
数
は
、
令
和
４

年
度
43
名
、
令
和
５
年
度
44
名
、
令
和

6
年
度
42
名
で
す
。

ま
ず
は
、
出
産
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
重
点
を
置
く
こ

と
が
一
番
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
不
妊

治
療
に
対
す
る
支
援
の
現
状
は
。

（
健
康
推
進
課
長
）　
町
の
施

策
は
、
一
般
不
妊
治
療
費
助

成
金
事
業
に
よ
り
、
人
工
授
精
等
に
対

し
て
上
限
３
万
円
、
先
進
医
療
に
つ
い

て
は
、
保
険
適
用
外
と
な
り
、
自
己
負

担
分
の
う
ち
10
万
円
を
上
限
と
し
て
、

７
割
を
県
が
実
施
す
る
生
殖
補
助
医
療

先
進
医
療
費
助
成
事
業
に
よ
り
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
を
産
み
育
て
た
い
と

希
望
し
て
も
、
不
妊
で
悩
ん

で
お
ら
れ
る
方
々
が
い
ま
す
。
自
己
負

担
額
が
高
く
、
精
神
的
不
安
だ
け
で
な

く
経
済
的
不
安
も
多
く
の
し
か
か
っ
て

き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
支
援
と
し
て
は
、

不
十
分
だ
と
考
え
ま
す
。
更
な
る
支
援

は
考
え
て
い
な
い
か
。

（
健
康
推
進
課
長
）　
不
妊
治
療

の
自
己
負
担
分
が
大
き
く
な
る

こ
と
は
、
妊
娠
を
希
望
さ
れ
る
ご
家
庭

に
お
け
る
重
大
な
課
題
で
あ
り
、
担
当

課
と
し
て
も
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
課
題
と
ニ
ー
ズ
等
を
調
査

し
、
可
能
な
支
援
方
法
を
模
索
し
ま
す
。

g
r
o
w 

w
i
t
h
の
今
後

の
方
針
は
。
不
妊
治
療
を
希

望
さ
れ
る
方
々
へ
の
新
た
な
支
援
策
の

検
討
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
か
。

（
町
長
）
町
施
策
は
内
容
を
検

討
さ
せ
、
効
果
の
あ
る
も
の
、

効
果
の
な
い
も
の
、
再
検
討
さ
せ
た
い
。

不
妊
治
療
の
問
題
は
、
私
も
色
々
考
え

て
い
る
が
、
町
と
し
て
も
、
で
き
る
限

り
の
こ
と
を
や
る
よ
う
に
今
後
も
検
討

し
実
施
の
方
向
に
向
け
て
、
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

回
答
を
受
け
て

湯
浅
町
の
子
ど
も
が
一
人
で
も
多
く
な

る
よ
う
、
湯
浅
に
住
み
た
い
、
住
み
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
積

極
的
施
策
の
推
進
、
支
援
の
充
実
を
切

に
お
願
い
し
ま
す
。

g
r
o
w 

w
i
t
h
＝
共
に
成
長
す
る

QQ

QQ

Q

Q

A

A

AA

A

“
g
r
o
w 

ｗ
i
t
h
”
を

　
効
果
検
証
し
将
来
に
成
長
の
種
を

A
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Q
部
落
差
別
解
消
推
進
基
本
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
実
施
さ

れ
た
生
活
実
態
調
査
結
果
で
は
、
地
域

住
民
の
悩
み
ご
と
が
隣
保
館
の
相
談
利

用
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
大
き
な
原
因
と
し
て
、
悩
み

ご
と
の
相
談
に
乗
れ
る
、
解
決
で
き
る

職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
各
館
担
当
エ
リ
ア
内

に
責
任
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
人
員
に

つ
い
て
、
福
祉
専
門
職
等
の
確
保
が
難

し
い
の
で
あ
れ
ば
、
再
任
用
職
員
な
ど

を
配
置
す
る
な
ど
工
夫
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ま
た
保
育
の
充
実
に
つ
い
て
、
近
年

共
働
き
や
核
家
族
が
多
く
な
っ
て
き
た

影
響
で
、
こ
ど
も
園
に
入
り
た
い
と
い

う
ケ
ー
ス
が
増
え
、
町
で
も
待
機
が
必

要
な
場
合
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

い
つ
で
も
だ
れ
で
も
、
希
望
す
れ
ば

入
り
た
い
園
に
入
れ
る
こ
と
が
、
子
育

て
支
援
の
基
本
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
先
に
議
会
視
察
で
訪
れ
た
岡

山
県
奈
義
町
で
は
、
保
育
士
の
資
格
を

有
し
な
い
「
保
育
補
助
員
」
を
募
集
、

採
用
し
て
い
ま
す
。
保
育
現
場
の
負
担

軽
減
、受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
の
た
め
、

検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
以
前
質
問
し
た
「
く
ま
の
こ
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
導
入
の
進
捗
は
。

（
町
長
）
隣
保
館
の
課
題
は
理

解
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
総

合
セ
ン
タ
ー
そ
の
も
の
を
、
教
育
、
文

化
、
人
権
、
福
祉
な
ど
の
中
心
と
す
る

よ
う
考
え
て
い
ま
す
。
職
員
も
充
実
し

隣
保
館
の
機
能
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ

う
に
、
併
せ
て
施
設
も
そ
の
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。
生
活
、
人
権
、
差
別
、

困
り
ご
と
の
支
援
や
課
題
の
解
決
に
は

役
場
全
体
の
連
携
が
大
切
で
す
が
、
そ

の
た
め
に
、
総
合
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
て
計
画
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
教
育
長
）
基
本
的
に
は
、
保
育
を
希
望

す
る
方
の
要
望
に
お
応
え
す
る
方
針
で
す
。

近
年
は
０
～
１
歳
の
乳
児
期
に
保
育
を
希

望
す
る
方
が
増
え
、
少
子
化
に
も
関
わ
ら

ず
保
育
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

保
育
士
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
人
材

不
足
の
ほ
か
、
保
育
士
自
身
の
育
児
に

伴
う
休
業
や
、
年
度
ご
と
の
入
園
児
数

の
変
動
な
ど
の
事
情
が
あ
り
ま
す
。
ご

指
摘
の
保
育
補
助
員
の
募
集
に
つ
い
て

も
、考
慮
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
く
ま
の
こ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
全
保
育
士
を
対
象
に
研

修
会
を
実
施
し
、
町
立
こ
ど
も
園
に
お

い
て
保
護
者
も
巻
き
込
み
な
が
ら
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

回
答
を
受
け
て

隣
保
館
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
地
域

で
寄
り
添
っ
た
支
援
が
で
き
る
た
め
の

人
員
を
早
急
に
整
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
先
日
、
隣
保
館
近
く
で
独
居
す
る

60
歳
代
の
方
が
、
自
宅
で
亡
く
な
り
数

日
間
気
づ
か
れ
ず
に
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
事
例
は
し
ば
し
ば

あ
り
ま
す
。
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
、

災
害
時
、
子
育
て
中
、
若
い
世
代
へ
の

相
談
体
制
の
充
実
、
現
場
で
対
応
で
き

る
体
制
の
早
急
な
整
備
を
。
全
体
的
な

取
組
だ
け
で
な
く
、
各
隣
保
館
が
充
実

し
な
け
れ
ば
進
み
ま
せ
ん
。

保
育
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
保

育
士
採
用
の
時
期
に
合
わ
せ
ず
と
も
、

実
情
に
即
し
て
対
策
を
。

「
く
ま
の
こ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
導
入
の

取
組
に
あ
た
っ
て
は
、
義
務
教
育
に

入
っ
て
か
ら
の
人
権
教
育
に
も
つ
な
が

る
よ
う
な
流
れ
を
整
備
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

隣
保
館
の
人
材
確
保
を

人
権
保
育
の
充
実
を

石
いし

本
もと

　一
かず

也
や

　議員

A
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三
み

ツ
つ

橋
はし

忠
ただ

男
お

　議員

お
米
の
在
庫
が
な
く
な
り
、

不
安
に
な
っ
た
方
が
た
く
さ

ん
い
た
と
思
い
ま
す
。
原
因
と
し
て
は

異
常
気
象
の
不
作
で
在
庫
が
少
な
か
っ

た
こ
と
、
不
安
に
よ
り
消
費
者
が
米
を

買
い
込
ん
だ
こ
と
が
原
因
で
す
。
稲
作

は
費
用
が
か
か
っ
て
収
益
が
伸
び
ず
、

若
い
世
代
が
少
な
く
な
り
、
続
け
て
い

け
る
の
か
心
配
で
す
。
町
内
の
農
地
は

宅
地
化
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、
い

ま
の
町
の
水
田
の
状
況
は
。

（
産
業
建
設
課
長
）
農
地
の
う

ち
水
田
は
約
５
％
で
水
田
作

付
面
積
は
19
h
a
、
収
穫
量
は
95
t
。

20
年
前
と
比
べ
る
と
６
h
a
減
少
、

収
穫
は
27
t
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

耕
作
者
数
も
1
0
0
名
か
ら
57
名
ま

で
減
少
し
て
い
ま
す
。

水
田
が
減
っ
て
き
て
い
る
な

か
、
現
状
の
水
田
を
保
全
す

る
こ
と
は
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
洪
水
を
防
ぎ
、水
を
き
れ
い
に
し
、

空
気
を
冷
や
し
た
り
な
ど
、
水
田
の
多

面
的
な
機
能
も
ま
た
大
切
で
す
。
水
田

を
耕
作
し
て
守
っ
て
い
く
に
は
必
ず
水

が
必
要
で
す
。
水
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
な
、
た
め
池
や
農
業
用
水
路
、
そ

し
て
河
川
に
あ
る
頭
首
工
（
と
う
し
ゅ

こ
う
）
の
維
持
管
理
も
、
受
益
者
が
少

数
で
あ
り
十
分
に
で
き
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
そ
れ
ら
の
施
設
の
老
朽
化

も
進
ん
で
い
ま
す
が
、
水
利
施
設
の
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
は
。

（
産
業
建
設
課
長
）
水
利
施
設

の
対
策
と
し
て
、
多
面
的
機

能
支
払
事
業
に
お
け
る
、
た
め
池
や
水

路
の
草
刈
り
や
泥
上
げ
の
支
援
、
防
災

減
災
事
業
に
お
け
る
、た
め
池
の
整
備
、

い
ま
す
。
頭
首
工
の
施
設
管
理
は
受
益

者
だ
け
で
行
う
こ
と
は
難
し
く
、
例
え

ば
土
地
改
良
事
業
や
県
営
事
業
な
ど
少

し
で
も
負
担
が
軽
く
な
る
よ
う
な
事
業

が
あ
れ
ば
助
か
る
の
で
は
と
思
い
ま
す

の
で
、
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
水
路
管
理
の
重
要
な
仕
事
の
な

か
に
は
、
水
の
供
給
だ
け
で
な
く
、
排

水
の
仕
事
も
あ
り
ま
す
。
大
雨
時
に
は

堰
（
せ
き
）
を
下
げ
た
り
、
頭
首
工
か

ら
の
流
入
を
止
め
た
り
、
排
水
堰
か
ら

水
を
放
出
し
た
り
、
排
水
路
と
の
交
差

点
で
は
、
特
に
重
点
的
に
管
理
し
て
い

か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
大
雨
時
に

十
分
な
管
理
を
行
わ
な
い
と
、
内
水
氾

濫
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
つ
い
て
受
益
者

を
把
握
し
、
毎
年
、
地
区
や
行
政
と
で

問
題
を
把
握
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と

で
、
水
田
を
守
っ
て
い
け
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

Q

水
田
を
ま
も
る
た
め
に

A

A Q

小
規
模
の
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
水
路

の
改
修
、
そ
の
他
の
農
業
用
水
路
等
に

対
す
る
原
材
料
支
給
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
、
引
き
続
き
対
策
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
頭
首
工
な
ど
の
施
設
に
つ
い

て
は
、
受
益
者
が
維
持
管
理
を
行
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
が
、
受
益
者
の
減
少
や

高
齢
化
も
あ
り
、
管
理
に
苦
労
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
施
設

の
改
修
等
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
受

益
者
の
負
担
が
少
な
い
事
業
を
選
択
す

る
な
ど
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。回

答
を
受
け
て

国
や
県
の
補
助
や
支
援
、
町
の
原
材

料
支
給
を
利
用
し
な
が
ら
維
持
管
理
を

し
て
い
ま
す
が
、
な
か
に
は
知
ら
な
い

方
も
お
り
、
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

ゆあさ議会だより　No.100
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7/30（水）津波警報対応

カムチャツカ半島沖付近で発生したマグニ
チュード８. ７の地震にともなう津波警報発
表への対応について報告がありました。
議員からは、避難者の年齢構成、避難所で
の災害情報の伝達、関係機関との連携等につ
いて質問がありました。

世界農業遺産に認定
「有田・下津地域の

石積み階段園みかんシステム」
壮大な石積み階
段園、自然条件の活
用、技術の駆使に
より年内から年明け
まで、長期のリレー
出荷を実現させてい

る、有田・下津地域のみかんづくりが世界的
に重要な農業システムであるとして、世界農
業遺産（GIAHS）に認定されたとの報告があ
りました。
議員からは、石積み畑の今後の保全方法等

について質問がありました。
総務課 産業建設課

分野ごとの各委員会で、議案とは別に町から報告を受け、話し合うものです その他報告
総務文教まちづくり常任委員会 福祉産業建設人権常任委員会

指定管理施設の
令和６年度決算を報告

町が指定管理している、８施設の決算につ

いて報告を受けました。

議員からは、一部施設の収支について、改善
策や今後の方針にかかる質問等がありました。
「指定管理者制度」は、公の施設をノウハウ
のある民間事業者等に委託して管理してもらう
仕組みです。 指定には議会の議決が必要です。

湯浅駅
旧駅舎
（湯浅米醤）

山田地区の産廃処理
施設設置計画が廃止

山田地区において進
められてきた、民間事業
者による産業廃棄物処
理施設の設置手続きに
ついて、町議会は住民と
地元議員からの設置反
対の請願を可決し、意見
書を県知事に提出しま
した。（本紙 96号）
10月の臨時会 ( 本紙 15頁 ) において、事
業者から県へ、計画を廃止したことについて、
届出されたとの報告がありました。

住民生活課

総務文教まちづくり常任委員会

ゆあさ議会だより　No.100
令和 7 年 11 月 1 日 14



決
算
認
定
特
別
委
員
会
を
設
置

令
和
６
年
度
各
会
計
決
算
認
定
に
つ
い

て
審
査
す
る
た
め
、
決
算
認
定
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

委
員
長
に
赤
井
洋
子
議
員
、
副
委
員
長

に
板
垣
善
夫
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

決
算
認
定
に
関
す
る
議
案
は
す
べ
て
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
12
月
定
例
会
ま

で
の
間
に
委
員
会
を
開
催
し
、
決
算
内
容

に
つ
い
て
慎
重
な
審
査
を
行
い
、
認
定
す

べ
き
か
ど
う
か
を
話
し
合
い
ま
す
。

紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
に
参
加

８
月
23
日（
土
）、生
活
道
路
を
皆
で
守

る
、「
道
普
請
（
み
ち
ぶ
し
ん
）」
活
動

に
こ
と
し
も
議
員
一
同
参
加
し
ま
し
た
。

由 良 祥 治 議 員 か ら
議 長 辞 職 の 申 出

９月定例会最終日の９月12日（金）、議案等
の採決のあと由良議員から町民の皆様と町議会
へ、お詫びと議長辞職の申し出がありました。
議会外のできごとは、議会の懲罰事件に該
当しません。同日、議会は議長辞職を承認し、
これにともなう議長選等を行いました。

由良議員から
今般、インターネット上において、湯浅町

議会のベテラン議員が賭け麻雀を行っている
との情報が発信されたことに関連して、議会
活動や町民の皆様に対する信頼を傷つける結
果となったことを痛感し、この度、町議会議
長職を辞する決断をいたしました。
二度とこのようなことを繰り返さないこと

をお約束するとともに、町議会議員としての
職責には引き続き身を引き締め、町民の皆様
の信頼回復に努めてまいります。
このたびの件でご迷惑をおかけしました全

ての皆様に、心からのお詫びを申し上げます。

他の議員一同から

本町議会では昨年にも酒気帯び運転検挙に
よる不祥事が発生し、再びこのような事態と
なったことを大変重く受け止めております。
本件については、一議員だけでなく議会
全体の品位や綱紀粛正の問題として、私た
ち町議会議員は、自らを律して行動してい
くことを改めて決意し、より厳正に綱紀粛
正を図ってまいります。
コンプライアンスの徹底、政治倫理条例
の見直しなどを通して、より高い倫理観を
持った町議会とするべく、力を尽くします。
町民の皆様に深くお詫びを申し上げますと

ともに、今後の議会運営に引き続き全力で取
り組んでいく決意をここに申し上げます。

議案第 51号
副町長選任の同意を求める件

令和７年第１回臨時会
柏 木 保 行 氏 の
副町長選任に同意

９月定例会の11
日 目、9 月 11 日
（木）の一般質問終
了後、楠義隆副町
長が同月末をもっ
て退職を申し出し
たことについて報告を受けました。
10 月 10 日（金）、臨時議会が招
集され、後任の副町長として、柏木
保行氏を選任することについて議会
の同意を求められ、議会は全員賛成
で同意しました。

ゆあさ議会だより　No.100
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総務文教
まちづくり
常任委員会

監査委員

委
員
長

久
澄
　
顕
人

副
委
員
長

赤
井
　
洋
子

委
　
　
員

三
ツ
橋
忠
男

委
　
　
員

由
良
　
祥
治

委
　
　
員

権
　
　
貴
大

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

季
節
と
と
も
に
海
水
温
度
も
下

が
り
、
海
の
中
も
す
っ
か
り
衣
替

え
と
な
り
ま
し
た
。

湯
浅
湾
は
、
魚
介
類
の
エ
サ
と

な
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
大
変
豊

富
で
、
11
月
頃
に
は
太
刀
魚
漁
の

最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
足
赤
エ
ビ
、

タ
イ
、
シ
ラ
ス
な
ど
、
海
産
物
が

と
て
も
美
味
し
い
季
節
と
な
り
、

全
国
に
自
慢
で
き
る
湯
浅
の
幸
を

是
非
、
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

先
に
閉
会
し
た
大
阪
・
関
西
万

博
で
は
、
世
界
の
な
か
で
湯
浅
を

み
な
お
す
、
大
変
貴
重
な
学
び
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
は
節
目
の
１
０
０

号
を
迎
え
ま
し
た
。
今
後
と
も
楽

し
く
、
わ
か
り
や
す
い
広
報
に
尽

力
し
て
い
き
ま
す
。	

（
権　

貴
大
）

編

集

後

記
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議案等について採決した結果と議員ごとの賛否です
〇は賛成、●反対、－は退席（第1回臨時会は101号に掲載予定です） ９月定例会賛否表

審
議
結
果

議案名等／概要

赤
井
洋
子

久
澄
顕
人

松
本
光
成

石
本
一
也

板
垣
善
夫

三
ツ
橋
忠
男

由
良
祥
治

権
　 

貴
大

松
本
典
久

可決

湯浅町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正
	 ／全国共通のマイナンバー関連システム等を扱う、「地方公共団体

情報システム」に、行政事務に必要となる他市町村の人の情報を
管理する機能を実装するための条例改正

〇〇〇〇〇〇

議

長

は

採

決

に

加

わ

ら

な

い

〇 〇

可決
職員の勤務時間及び休日、休暇に関する条例の一部改正
	 ／法改正をふまえ、町職員が子どもの年齢に応じた柔軟な働き方が

できるよう、仕事と生活の両立を支援するための条例改正
〇〇〇〇〇〇 〇 〇

可決
職員の育児休業等に関する条例の一部改正
	 ／法改正をふまえ、町職員の部分休業の取り方を多様化させ、仕事

と生活の両立を支援するための条例改正
〇〇〇〇〇〇 〇 〇

可決 有田周辺広域圏事務組合規約の改正に関する協議について	 ／本紙 7頁 〇〇〇〇〇〇 〇 〇

可決 財産の取得について	 ／旧法務局湯浅出張所跡地を購入するため（2,775 万円）〇〇〇〇〇〇 〇 〇

可決 財産の取得について	 ／本紙 7頁 〇〇〇〇〇〇 〇 〇

可決 有田周辺広域圏事務組合の財産処分について	 ／本紙 7頁 〇〇〇〇〇〇 〇 〇

可決 令和７年度一般会計補正予算（第３号）	 ／本紙 6頁 〇〇〇〇〇〇 〇 〇

可決 令和７年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
	 ／前年度の精算や人事異動にともなう人件費等のための補正予算 〇〇〇〇〇〇 〇 〇

可決 令和７年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
	 ／前年度の精算や人事異動にともなう人件費等のための補正予算 〇〇〇〇〇〇 〇 〇

議
会
の
人
事

安
心
、安
全
な
「
ふ
る
さ
と
湯
浅
」

の
振
興
の
た
め
、
物
価
高
騰
対
策
、

福
祉
の
充
実
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
等
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、
町
の
課

題
に
向
き
合
い
、
充
実
し
た
議
会
活

動
を
目
指
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
か
ら
の
信
頼
と
負

託
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
よ
り
身

近
で
活
力
の
あ
る
開
か
れ
た
議
会
運

営
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

委
員
長 

赤
井
洋
子

松
本
典
久

議　長

松
まつ

本
もと

 光
こう

成
せい
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